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１．はじめに

年 月 日～ 日の 日間、京都大学理学研究科附属花山天文台で天文台実習を2004 8 16 20 5
行った。観測は高分散分光器でＨα波長域のスペクトル観測とＨαモニターでの撮像であ

NOAA10656 8 18った 観測された４回のフレアのうち 太陽の西縁に沈む活動領域 に 月。 、

日の 時に起こったｃクラスのフレアと に 月 日 時に発生したフレ10 NOAA10661 8 18 14
アのＨαプロフィールについて報告する。※観測時刻は全て日本時である。

２，フレアとは

活発な巨大な黒点群では、磁場に閉じこめられたプラズマがはじけて、強く輝いた小さ

な斑点が発生することがある。それがフレアである。フレアの寿命は数分から数時間で、

発生から光度最大に達するまでの時間は、大きいもので数分という爆発的な変化を示す。

フレアが発生する際に、Ｘ線、電波、強い可視光線、プラズマなどが放出され、地球にや

ってきて様々な影響を与える。特に可視光線では、太陽本体がほとんど水素でできている

ために、Ｈα線の強度が大きく変動する。

３．観測装置

花山天文台の７０㎝シーロスタット望遠鏡と付属の高分散分光器を利用した。

４，観測

図１は で 月 日 時 分 秒に発生したフレアである。NOAA10656 8 18 10 18 16

上㊧ 図 月 日 時のフレアの1a 8 18 10
Ｈα画像

上㊨ 図 月 日 時のフレア1b 8 18 10
のスペクトル画像

㊧ 図 バックグラウンドとバックグ1c
ラウンドを引き算して作成し

た輝線成分輝線のドップラー

変位量は Åとなった。+0.26200 300 400 500 600 7000.5

1

1.5

2

波長（ピクセル単位）

相
対
強
度

Ｈαセンター

短波長側
長波長側



図２は、 に 月 日 時 分 秒に発生したフレアを観測したものNOAA10661 8 18 14 11 54
。である

2a上㊧ 図

Ｈα画像 黒線はスリット

2b上㊨ 図

フレアのスペクトル画像

上下の幅がスリット位置に対応

㊧ 図 ｃ フレアのスペクトル輪郭2

㊧ 図２ｄ

バックグラウンドをひいた輝線成分。

強度 での輝線幅の中央値とＨαセ2500
ンター値の比較をすると

①の輝線はドップラー変位量＝ Å+0.16
②の輝線では Åとなった。+0.20

５，結果 視線速度の測定

ドップラー効果からＨα線のずれ量（ドップラー変位量）を測定して調べた。

図１（ ）では で遠ざかっている（赤方偏移）ことがわかった。一方、NOAA10656 12km/s
図２（ ）では、①の明るい輝線成分で で遠ざかり（赤方偏移 、②のNOAA10661 7.5km/s ）

輝線成分では で遠ざかっている（赤方偏移）ことがわかった。9km/s

６，感想と謝辞

高度な機器を使わせてもらい、とても貴重な体験をさせてもらえてとても良かったと思

っている。花山天文台のみなさまには大変おせわになった。記して感謝の意を表す。
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